
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

チトフ【Titov】

コート

ステーシー

レクイエム

10

【喪失】

9

煉獄

11
【神様】

【陵辱】

【白い施設】

【モルモット】

【青空を背に】

【空の色】

祈りを捧げるべき存在がいた…それは「神」と呼ばれていた。 祈ることで幸せになれると信じていた。今のあなたは幸せだろうか。 幸せじゃないなら、祈りが足りなかったのかもしれない。

陵辱の記憶、反辱の反復。誇りが引きちぎれる。言いなり、されるまま。 思い出すだけで体じゅうをざわざわと何かが這い回る。 あなたをこんな世界に蘇らせたのはきっと、あいつらのような奴に違いない。

貴方が引き取られた場所。 それは街から少し離れた場所に立てられていた白い大きな建物だった。 まるで、物でも扱うかのように乱暴に、貴方達はその建物の一室に収容されたのだ。

自分達はモルモットだった。白くて、機械の沢山置かれた部屋に入れられ。 国の未来の為に、体を使われ、兵器を開発する為の、実験体。 苦い薬をおやつの代わりに口にはこび、壁の落書きに外を夢見て、……そして……

施設の電気が全て落ち、真っ暗闇の中、貴方は怯えながらじっと耐えた。 部屋の外からは銃声、人の叫び声。 そして、貴方達の居る部屋の壁が、突然爆破された。 差し込む光は、久しく浴びていなかった外の光。 そして、壁にあいた穴のむこうから、貴方達に手を差しのべる人がいた。

彼等に救われて、乗り込んだ軍用ヘリ。 記憶は曖昧で、薬に犯された思考で、それでも彼等は嬉しそうにしていたのを覚えている。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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【最高の戦友】
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支援1.妨害1

対象が受けたダメージを自分が受ける。一ターンに何回でも使用可、ただし『全体攻撃』によって引き起こされたダメージに対しては使用不可。

損傷している基本パーツを修復できる

損傷中の「白兵攻撃」か「射程攻撃」の効果をもつパーツを損傷前に戻す

1

2

1

肉弾攻撃１

防御1+「爆発」無効化

白兵攻撃2+切断、攻撃判定の出目+1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

防御2

たからもの

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

1

(ほね)移動１

(ほね)移動１

(あし)妨害１

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

